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このパンフレットは、

｢大淀川水系河川整備計画

【変更原案】｣の内容を
大淀川流域にお住まいの皆様に

お知らせするために

作成したものです。

大淀川のこれからの川づくり

についてご意見をお聞かせ

ください。

大
淀
川
の
こ
れ
か
ら
の

川
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

大
淀

川

大
淀

川

大
淀

川

大
淀

川

国土交通省 九州地方整備局・宮崎県・鹿児島県



おおよど川

1

本計画の『対象区間は大淀川水系の国管理区間及び
      宮崎県・鹿児島県管理区間』とし、

『対象期間は概ね 20～30 年』とします。

安全で安心できる川づくり

洪水等から生命・財産を守り、
洪水被害の少ない
安全で安心できる

川づくりを目指します。

多様で自然豊かな
生き物や人に優しい川づくり

地域に引き継がれてきた
川の歴史・文化を未来に伝え、
多様で豊かな自然環境を守り、

生き物や人に優しい
潤いある川づくりを目指します。

川と人との
ふれあいを深める川づくり

多様な河川環境から
自然を学ぶ環境学習の場、
レクリエーションの場、

地域の交流の場などとして、
誰もが川とふれあう

川づくりを目指します。

清浄な水質の川づくり

地域と連携し、
流水の清潔に努めるとともに

適正な流量を確保する
川づくりを目指します。

変更に至った背景

平成17年9月洪水、平成30年9月洪水、令和4年9月洪水など、近年も浸水被害が発生しております。

そのような中、令和7年12月に河川整備基本方針を変更し、気候変動による降雨量増加を考慮した将来計画に
見直し、これに伴い、更なる洪水調節機能の増強が必要であることも確認されました。

今後も引き続き、河川整備基本方針の達成に向け、段階的に流域の治水安全度を向上させていく必要がある
ことから、新たな目標を設定した河川整備計画の変更を実施します。

整備計画変更のポイント

② 法律改正及び答申等を踏まえた変更

③ その他の事項による修正

現行計画に記載している統計データの時点修正

整備の進捗状況に合わせた記載内容の時点修正

① 更なる安全度向上のための変更

更なる良好な河川環境の整備と保全に向けた記載を追加

「気候変動への適応」「流域治水」に関する記載を追加

「水防災意識社会再構築」に関する記載を追加

「事前放流」等に関する記載を追加

「総合的な土砂管理」に関する記載を追加

整備期間 概ね20～30年間

整備目標 12,100m3/s

（柏田地点 気候変動考慮 1/90）

整備内容 河道掘削、築堤、引堤、遊水地

洪水調節機能の強化

岩瀬ダム再生（治水機能増強検討調査）

ooyodo river

多様でより豊かな自然環境を未来に継承し、

より安心して暮らせる流域の

個性ある活力、歴史・文化をさらに発現する大淀川
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河川整備計画とは・・・

河川整備計画とは、「河川法」に基づいて、治水・利水・環境を柱に、地域の意見を反映した
上で、今後概ね 20 ～ 30 年間の具体的な河川整備の目標及びその内容を定めるものです。

河川整備、維持管理、水防等危機管理、良好な環境の保全

計画高水流量その他当該河川の河川工事及び維持についての基本となるべき方針に関する事項
を定めたものです。

学識経験者

（学識者懇談会等）

河川整備基本方針

河川整備計画

近代河川制度の誕生

治水・利水の体系的な制度の整備

治水・利水・環境の
総合的な河川制度の整備

治水

治水

明治29 年

昭和39 年

平成 9 年

治水

河川整備については、以下のような流れで計画を策定し、策定した計画に基づき進められます。

利水

環境利水

•治水を目的に制定

•水系一貫管理制度の導入
•利水関係規定の整備

•河川環境の整備と保全
•地域の意見を反映した河川整備の計画制度の導入

河川法においては、現在、以下のとおり、地域の意見を反映した河川整備を計画する
ように定められています。

河川整備基本方針に沿って計画的に河川の整備を実施すべき区間について、当該河川の河川工
事及び維持に関する計画を定めたものであり、今後概ね 20 ～ 30 年後の河川整備の目標を明確
にし、個別事業を含む具体的な河川の整備の内容を明らかにするものとしています。

現 在
（今回公表）

意見
地域のみなさん

（住民説明会・アンケートはがき等）

地方公共団体の長

意見

河川管理者

意見

河川法の改正の流れ

河川整備に関する計画制度

ooyodo river

河川整備計画【変更原案】

河川整備計画（案）

河川整備計画 策定
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大淀川は、その源を鹿児島県曽於市中岳(標高452m)に発し、北流して都城盆地

に出て、霧島山系等から湧き出る豊富な地下水を水源とする数多くの支川を

合わせつつ狭窄部に入り、岩瀬川等を合わせ東に転流して宮崎市高岡町に出

て、最大の支川本庄川と合流し宮崎平野を貫流しながら日向灘に注いでいま

す。
○流 域 面 積：2,230km2

○幹川流路延長：107km

○流域内市町村：３県6市6町1村
宮崎県 ：宮崎市、都城市、えびの市、小林市、

国富町、綾町、高原町、三股町、西米良村
鹿児島県：霧島市、曽於市
熊本県 ：多良木町、あさぎり町

○水 源：鹿児島県曽於市中岳（標高４５２ｍ）

○流域内人口：約60万人

大淀川上流部

大淀川中流部

大淀川下流部 ( 河口付近 )

大淀川上流部（源流部）

大淀川流域の年平均降水量は3,000㎜程度で
あり、鰐塚山地や日向山地等は3,500㎜を超
える多雨地域となっています。

月別では6月～7月頃の梅雨期及び8月～9月
頃の台風期に集中しており、特に台風が本
流域に与える影響は大きく、既往の大規模
な洪水のほとんどが台風によるものです。

わにつか ひゅうが

梅雨前線他 約25%

台風性 約75%
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○大規模出水の洪水要因

○流域平均月別降水量

(平成2年（1990年）～令和4年（2022年）の平均)

上流部は盆地（都城盆地）となっており勾配は1/1000程度。

中流部は山間狭隘部となっており勾配は1/200～1/800程度。

下流部は沖積平野（宮崎平野）となっており、

 勾配は1/1000～/5000 程度、支川本庄川は急峻な山地地形。

（２）地形は中流狭窄部を境とした
   上流部と下流部に分けられます。

本川上流部は、灰白色の火山噴火物のシラス層が広く分布してお
り、流域北部を流れる支川本庄川の流域は、砂岩、頁岩、粘板岩が
広く分布しています。

 （３）都城市付近のほか広い範囲にわたり
  シラス層が分布しています。

（１）台風が多くの雨をもたらします。

流域の土地利用は、森林が全体の約68％を占め、田・畑等の耕地
が約21％、宅地等市街地が約11％の割合になっています。

主要都市の人口は、近年ほぼ横ばいです。

（４）下流部（宮崎市）、上流部（都城市）に
   人口・資産が集積しています。   
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○流域関連主要都市人口の推移

凡　例

森林等

田畑等

宅地等

○大淀川流域における土地利用図
【出典：国土数値地図 R3土地利用メッシュデータ】

（柏田地点実績流量(昭和36年（1961年）

  ～令和4年（2022年)）の上位計20洪水）

○大淀川流域地質図

ooyodo river

そお

○大淀川河床勾配イメージ

河
床
勾
配

下流部中流部上流部

約 1/1000 程度

約 1/200

～1/800 程度
約 1/1000

～1/5000 程度

（都城盆地部） （中流狭窄部） （宮崎平野部）
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○宮崎牛 ○焼酎

流域内の総資産額は平成27年時点で約11兆円で、その約半分は家屋資産が占めています。

流域内の産業は、温暖な気候と大きな盆地、広い平野、豊

かな森林に恵まれていることからも特徴ある多様な農畜産

業が盛んであり、中でも宮崎牛やマンゴー、きゅうり、ピ

ーマン等は「みやざきブランド」として全国各地に出荷さ

れています。

霧島の伏流水により生み出される焼酎も日本一の出荷額を

誇っています。

（６）歴史・文化が先人から継承されています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たかはる 

あや くにとみ 

こばやし 

みやこのじょう 

みやざき 

きりしま 

番号 種別 名　　　称 所 在 地 指定年月日

1 重 文 木造薬師如来及び両脇侍像 （三躯） 宮崎市（王楽寺） S19. 9. 5

2 重 文 木造阿弥陀如来及び両脇侍像（三躯） 国富町（万福寺） S19. 9. 5

3 重 文 旧 黒 木 家 住 宅 宮崎市（県総合博物館） S48. 2.23

4 重 文 旧 藤 田 家 住 宅 宮崎市（県総合博物館） S48. 2.23

5 重 文 興 玉 神 社 内 神 殿 都城市（興玉神社） S58. 6. 2

6 重 文 紺 糸 威 紫 白 肩 裾 胴 丸 大 袖 付 都城市（都城歴史資料館） H 6. 6.28

7 重 文 朝 鮮 国 書 都城市（都城島津邸） H27. 9. 4

8 重 文 木 造 神 王 面 宮崎市（生目神社） H30.10.31

9 重 文 下 北方 五 号 地下 式 横 穴墓出 土品 宮崎市（宮崎市生目の杜遊古館） R 2. 9.30

10 重 有 日 向 の 山 村 生 産 用 具 宮崎市（県総合博物館） H 5. 4.15

11 重 無 山 之 口 の 文 弥 人 形 都城市（麓文弥節人形浄瑠璃資料館） H 7.12.26

12 重 無 高 原 の 神 舞 高原町 H22. 3.11

13 史 跡 本 庄 古 墳 群 国富町 S 9. 8. 9

14 史 跡 今 町 一 里 塚 都城市 S10.12.24

15 史 跡 生 目 古 墳 群 宮崎市 S18. 9. 8

16 史 跡 蓮 ヶ 池 横 穴 群 宮崎市 S46. 7.17

17 史 跡 大 島 畠 田 遺 跡 都城市 H14. 3.19

18 史 跡 穆 佐 城 跡 宮崎市 H14. 3.19

19 天 狭 野 ス ギ 並 木 高原町（狭野神社） T13.12. 9

20 天 関 之 尾 の 甌 穴 都城市関之尾町 S 3. 2.18

21 天 高 岡 の 月 知 梅 宮崎市 S10.12.24

22 天 去 川 の イ チ ョ ウ 宮崎市 S10.12.24

23 天 宮 崎 神 宮 の オ オ シ ラ フ ジ 宮崎市（宮崎神宮） S26. 6. 9

24 天 瓜 生 野 八 幡 神 社 の ク ス ノ キ 群 宮崎市（瓜生野八幡神社） S26. 6. 9

25 天 エ ヒ メ ア ヤ メ 自 生 南 限 地 帯 小林市 S43. 6.14

26 天 甑 岳 針 葉 樹 林 えびの市 S44. 8.22

27 天 竹 野 の ホ ル ト ノ キ 綾町 S52. 2.17

凡　　例

: 基準地点（高水）

: 主要な地点

: 市町村界

: 県界

: 大臣管理区間

: 流域界

○大淀川流域内国指定文化財位置図

（１）国指定

さるかわ

○高岡町去川の大イチョウ（㉒）

おきたま

○興玉神社内神殿（⑤）

はすがいけ おうけつぐん

○蓮ヶ池横穴群（⑯）

きりしまきんこうわん

○霧島錦江湾国立公園 ○九州中央山地国定公園
も ち お せきのお

○母智丘・関之尾県立自然公園
( 関之尾の滝 )

○わにつか県立自然公園

（７）貴重な自然環境に恵まれた流域です。

（５）豊かな暮らしを育む産業が盛んです。

大淀川流域には歴史的に重要な文化財・史跡が多く、国指定で27件、県指定で79件もの文化財が存在します。

大淀川流域は、自然環境に恵まれた地域が多く、国立公園や自然公園が指定されています。

ooyodo river
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これまで度重なる浸水被害に見舞われています。

被害状況流量（ｍ3/ｓ）洪水要因洪水名

死者 114 名 負傷者 161 名 行方不明者 1 名
家屋全壊 567 戸 家屋半壊 1,165 戸
家屋流出 508 戸 床上浸水 9,361 戸

不明台風 26 号昭和 18 年 9 月洪水

死者 5 名 負傷者 10 名
家屋全壊 72 戸 家屋半壊 215 戸
家屋流出 28 戸 床上浸水 3,173 戸 床下浸水 5,303 戸

約 7,000
※雨量からの推算値

台風 12 号昭和 29 年 9 月洪水

家屋半壊 18 戸
床上浸水 264 戸 床下浸水 463 戸

約 7,９00台風 13 号昭和 57 年 8 月洪水

死者 1 名 負傷者 2 名
家屋全壊 12 戸 家屋半壊 2 戸
床上浸水 771 戸 床下浸水 784 戸

約 7,８00前線平成 5 年 ８月洪水

死者 2 名 負傷者 3 名
家屋全壊 1 戸 家屋半壊 24 戸
床上浸水 401 戸 床下浸水 58６ 戸

約 8,１00台風 19 号平成 9 年 9 月洪水

負傷者 7 名 家屋全壊 2 戸 家屋半壊 5 戸
家屋流出 7 戸 床上浸水 164 戸 床下浸水 203 戸

約 7,４00台風 16 号平成 16 年 8 月洪水

家屋全壊 908 戸 家屋半壊 2,147 戸
床上浸水 3,834 戸 床下浸水 872 戸約 10,500台風 14 号平成 17 年 9 月洪水

床上浸水 125 戸 床下浸水 135戸
約 7,800台風 24 号平成 30 年 9 月洪水

床上浸水 216 戸 床下浸水 399 戸
約 8,200台風 14 号令和 4 年 9 月洪水

【既往主要洪水の概要】

○令和4年9月洪水

○昭和29年9月洪水 ○昭和57年8月洪水

○平成9年9月洪水 ○平成 17 年9 月洪水

宮崎市大塚町付近 宮崎市下小松地区

宮崎市下小松地区

○平成5年8月洪水

都城市下川東地区

宮崎市大工地区

宮崎市高岡地区

■大淀川の主要な洪水としては、昭和29年、昭和57年をはじめ、近年では平成9年9月、平成16年8月、平成17年9月、平成30年9月、
令和4年9月洪水等が挙げられます。

ooyodo river



○大淀川の主な河川整備の位置図

水害を防ぐため、様々な対策を実施してきました。

■昭和2年に直轄事業による河川改修に着手しました。

■昭和18年9月の洪水をきっかけとして、都城市を中心とした上流域の直轄改修区域を追加し、築堤に加え下流部に導流堤及
び突堤を施工しました。

■昭和28年に西日本を襲った洪水を契機に綾南（昭和33年竣工）、綾北（昭和35年竣工）の両多目的ダムを建設しました。

■昭和29年8月及び9月の相次ぐ台風の来襲により、甚大な被害が発生したことをうけ、既設2ダムに新たに岩瀬ダムを加える
とともに捷水路の施工及び水衝部への護岸の設置に着手しました。

■昭和58年に河口部の高潮堤防を概成させた後、平成7年1月に発生した阪神・淡路大震災の教訓を受け、地震に伴う基礎地
盤の液状化により、堤防が沈下した場合の浸水による二次被害のおそれがある区間については、耐震対策を進めました。

■平成17年9月に既往最大となる洪水が発生し、河川激甚災害対策特別緊急事業を5箇年で実施し、引き続き河川整備計画に
基づく河川整備を実施してきました。

■平成30年6月に河川整備計画を変更した上で、堤防、河道掘削、遊水地、ダム再生等の取り組みを行っています。
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 大淀川 

大淀川

■瓜田ダム（平成10年完成）

■岩瀬ダム（昭和42年完成）

■瓜田排水機場（平成22年完成）

■綾南ダム（昭和33年完成）

■津屋原沼地区の堤防（令和4年完成）

宮崎市街部の掘削
（平成19年完成：激特事業） 大淀川の堤防整備

（平成18年完成）

■綾北ダム（昭和35年完成）



治水事業を実施してきたものの、既往最大となる平成17年9月洪水をはじめ、頻発する大規模な洪水を踏まえて、
「大淀川水系河川整備基本方針」を平成28年7月に変更しました。
令和7年12月には、気候変動により予測される将来の降雨量の増加等を考慮しつつ、流域全体のあらゆる関係者が協働
して行う総合的かつ多層的な治水対策の推進に取り組むとした大淀川水系河川整備基本方針への見直しを行いました。

○大淀川柏田地点における年最大流量（ダム・氾らん戻し流量）の経年変化
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既往最大洪水：約10,500ｍ³/ｓ

（１）段階的に治水計画を見直しています。

気候変動を踏まえた河川整備方針に見直しました。

ooyodo river
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計画の変遷年号西暦

宮崎県により改修に着手大正10年1921年

大淀川下流、本庄川下流の直轄改修工事に着手昭和 2年1927年

大淀川上流の直轄改修工事に着手
・計画高水流量：3,000m3/s（樋渡地点）昭和24年1949年

大淀川工事実施基本計画の策定昭和40年1965年

大淀川水系河川整備基本方針の策定
・基本高水のピーク流量：9,700m3/s（柏田地点）
・計画高水流量：8,700m3/s（柏田地点）

平成15年2003年

大淀川水系河川整備計画の策定
・目標流量：8,100m3/s（柏田地点）
・河道の配分流量：7,200m3/s（柏田地点）

平成18年2006年

大淀川水系河川整備基本方針の変更
・基本高水のピーク流量：11,700m3/s（柏田地点）
・計画高水流量：9,700m3/s（柏田地点）

平成28年2016年

大淀川水系河川整備計画の変更
・目標流量：10,500m3/s（柏田地点）
・河道の配分流量：9,100m3/s（柏田地点）

平成30年2018年

大淀川水系河川整備基本方針の変更
・基本高水のピーク流量：13,400m3/s（柏田地点）
・計画高水流量：9,700m3/s（柏田地点）

令和7年2025年

○計画の変遷

おおよど川



降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

気候変動
シナリオ

約１．１倍２℃上昇相当

洪水発生頻度流量
全国の平均的な
傾向【試算結果】

約２倍約１．２倍

※流量変化倍率及び洪水発生頻度の変化倍率は一級水系の河川整備の基本とする
洪水規模（1/100～1/200）の降雨に降雨量変化倍率を乗じた場合と乗じない場
合で算定した、現在と将来の変化倍率の全国平均値

降雨量が約１．１倍となった場合

２０４０～５０年頃には
どのシナリオでも
世界の年平均気温は
２℃程度上昇

■気候変動における大雨等の災害の激甚化・頻発化が危惧されています。気温が2℃上昇した場合を想定した気候変動
のシナリオでは、2040年頃には降雨量が約1.1倍、流量が約1.2倍、洪水発生頻度が約2倍になると試算されており、
河川整備についても気候変動を踏まえた治水安全度向上が必要です。

■気候変動を踏まえ、河川整備基本方針を令和7年12月に変更し、基準地点柏田における基本高水流量を13,400m3/s、
計画高水流量を9,700m3/sに見直しを行いました。
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■河川整備基本方針に定めた目標に向けて、治水安全度のバランスを確保しつつ、段階的かつ着実に河川整備を実施す
る必要があることから、河川整備計画の変更を行います。

■本計画に定める河川整備を実施することで、柏田地点において既往最大の洪水である平成17年（2005年）9月洪水規
模に気候変動による降雨量増加を見込んだ洪水相当を安全に流下させることが可能となります。
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おおよど川

（１）洪水対策（ハード整備）を行います。

西米良村

多良木町

えびの市

小林市

高原町

あさぎり町

都城市

三股町

曽於市

霧島市

国富町

宮崎市

綾町

そ　お

た　ら　ぎ
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みまた
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あや くにとみ

みやざき

岳下

嵐田

樋渡

高
岡

熊

本

県

鹿

児

島

県
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大淀川→

大

淀

川

高崎川

庄内川

沖水川

↑

深年川
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本庄川

八重川

０ ５ １０ １５ ２０ km

岩瀬ダム

凡　　例

: 基準地点（高水）

: 主要な地点

: 市町村界

: 県界

: 大臣管理区間

: 流域界

大淀川上流遊水地②
（大岩田遊水地）

大淀川上流遊水地①

大淀川下流遊水地

○遊水地及び岩瀬ダム（有効活用）の位置図

治水機能増強検討調査

岩瀬ダム再生（治水機能増強検討調査）
岩瀬ダム等を最大限活用した事前放流や操作方法の見直し、
治水・利水の貯水容量の再編等について調査・検討を行い、
必要な対策を実施します。
また、さらに洪水調節機能の増強が必要な場合には、既設ダ
ムの放流能力の増強・堤体の嵩上げ、新設ダム等に関する調
査・検討を行います。

③ 遊水地整備

② 河道掘削

① 堤防整備（引堤）

④ 洪水調節機能の強化

遊水地

築堤

掘削 築堤

河道掘削

■大淀川の洪水、津波、高潮等による災害発生の防止または軽減を図るために、①堤防整備、②河道掘削、③遊水地整備、
④洪水調節機能の強化 等を実施します。

• 河川整備計画の目標流量を安全に流下させるため、堤防高・断面が不足している地区
等において堤防整備を実施します。

• 川幅が狭く、流下能力が低い都城市の金田地区等において、川幅を広げるための堤防
整備を実施します。

• 堤防や河岸の耐浸透機能及び耐侵食機能について安全性の照査を行い、背後地の社会
条件等を考慮し、必要に応じて浸透・侵食対策を実施します。

① 堤防整備

• 河川整備計画の目標流量を安全に流下させるため、必要な河道断面積が確保されてい
ない箇所の河道掘削や樹木伐開等を実施します。② 河道掘削

• 洪水流量の低減を図るための遊水地を整備します。③ 遊水地整備

• 計画目標達成のために必要となる大淀川における洪水調節機能を確保するため、遊水
地や既設ダムの有効活用を中心に、最適な施設整備の組み合わせについて、必要な調
査・検討を行います。

④ 洪水調節機能の強化

ooyodo river
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① 堤防整備（築堤）



○宮崎市高岡町五町地区

（２）内水対策に取り組みます。

（３）高潮、地震・津波対策を行います。

○津屋原沼地区の堤防（令和4年完成）（４）施設の能力を上回る洪水等への対応を推進します。

洪水対策の位置図

下流地区上流地区

※施行区間は、概ねの範囲を示したもので、河道形状や施工性・自然環境等により変更が生じる可能性があります。

■今後の浸水被害等の状況を注視しつつ、新たに内水対策の必要性が高まっ
た地区等については、気候変動による降雨分布の変化、被害の規模、浸水
頻度、土地利用状況等を十分勘案し、内水の発生要因及びその処理方策に
ついて調査検討を行い、関係機関等と連携・調整を図りながら、適切な役
割分担のもとで必要に応じた内水対策を実施します。

■内水等による浸水被害の発生時には、関係地方公共団体からの要請により、
必要に応じて排水ポンプ車の派遣等を行い、被害の軽減に努めます。

■既設の排水機場等については、適切な維持管理を行い、機能を維持します。

■「施設では守り切れない大洪水は必ず発生する」との考えに立ち、施設の能力を上回る洪水等が発生した場合において
も、人命・資産・社会経済の被害をできる限り軽減することを目標として、施設の構造や運用等を工夫するとともに関
係機関と連携して、円滑かつ迅速な避難の促進、的確な水防活動の促進、迅速な応急活動の実施、水害リスクを考慮し
たまちづくり・地域づくりの促進を図ることにより、ハード対策及びソフト対策を一体的・計画的に推進します。

■河口部においては、台風来襲時等の高潮や波浪、大規模地震
発生後に来襲する津波からの被害の軽減を図ることを目標と
します。

■「平成 23 年東北地方太平洋沖地震」や「平成 28 年熊本地
震」のような大規模な地震が発生した場合においても河川管
理施設として必要な機能を確保するために、堤防や水門等の
河川管理施設の耐震性能を照査し、必要な対策を実施します。

ooyodo river
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おおよど川

水防活動が迅速かつ適切に実施されるように支援します。

○水防連絡合同会議

○水防訓練状況

○重要水防箇所等の合同巡視状況

（１）洪水予報・水防警報等を発表します。

（２）市長よる避難指示等の適切な発令のための情報提供に努めます。

（３）的確な水防活動を推進します。

■洪水予報対象観測所の水位が氾濫注意水位を越えてさらに上昇するおそれがある場合には、
水位予測を行い、洪水予報を宮崎地方気象台と共同で発表します。

■関係機関に迅速、確実な情報連絡を行い、報道機関等を通じて地域住民等への情報提供に
努め、洪水被害の防止及び軽減を図ります。

■関係機関が行う水防活動が的確に実施され、災害の未然防止が図れるよう水防警報を発表
し、水防活動を行う必要がある旨を、県・市町を通じて水防団等へ通知します。

■避難指示等の発令範囲の決定に資するため、堤防の想定決壊
地点毎に氾濫が拡大していく状況が時系列でわかる氾濫シ
ミュ レーションを市町に提供するとともに、ホームページ等
で公表します。

■大淀川では、関係機関と共同で大淀川事前防災行動計画（タ
イムライン）を作成しており、出水時等における防災行動・
対応の実情を検証しつつ、必要に応じて見直しを行うなど関
係機関との連携強化に努めます。

■的確かつ効率的な水防を実施するために、危険箇所に簡易型河川監視カメラや危機管理
型水位計を設置し、危険箇所の洪水時の情報を水防管理者にリアルタイムで提供します。

■なお、水防資機材の備蓄、水防工法の普及、水防訓練の実施等を関係機関と連携して行
うとともに、平常時からの関係機関との情報共有と連携体制を構築するため、水防協議
会等を通じて重要水防箇所の周知、情報連絡体制の確立、防災情報の普及を図ります。

ooyodo river

〇危機管理（ソフト対策）のイメージ図

11



カメラ画像

雨量•水位

監視カメラ

事務所内（防災対策室）

インターネットや携帯電話により
洪水時の河川情報を提供

配

信

情
報
収
集

水位・雨量等の避難行動に役立つ情報を

分かりやすく提供する取り組みを推進します。

報道機関へのカメラ映像、
水位・雨量情報の提供

大淀川左岸5/000付近（宮崎市） 大淀川右岸5/000付近（宮崎市）

（地域の方々の避難行動や関連市町の避難指示判断に寄与するため、水位危険度レベルを現地表示）

○川の危険度レベルの設置例

（１）水位・雨量等の河川情報を提供します。

（２）水防に関する情報の普及に努めます。

■洪水時などにおいて地域住民が円滑にかつ確実な避難行動を行うため、水防に関する様々な情報を日頃から事務所
ホームページなどを通じて提供しており、氾濫による被害の軽減を図るため、想定される最大規模の洪水等が発生
した場合に浸水が想定される区域を洪水浸水想定区域として平成 28 年 8 月に指定し、公表しています。

■県管理区間においても同様に令和8年2月洪水浸水想定区域を指定し、公表しています。今後も更なる周知に向けて、
よりわかりやすい情報の提供に努めていきます。

■携帯端末を活用した洪水予報のプッシュ型配信について、導入するとともに、従来から用いられてきた水位標識、
サイレン等の地域特性に応じた情報伝達手段についても、関係地方公共団体と連携・協議して有効に活用します。

■光ファイバーネットワークの構築、ＩＴ関連施設の整備等を行い、防災対策に必要な水位や雨量等の情報、監視カ
メラの画像情報などを迅速かつ正確に提供する取り組みに努めます。

ooyodo river
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おおよど川

流域全体を視野に入れた取組（流域治水対策の推進）を行います。

○流域治水の施策イメージ図

■整備の途上段階や本河川整備計画の目標が達成された場合
においても、気候変動による水災害の激甚化・頻発化に
よって想定を上回る洪水や、施設能力を上回る洪水が発生
するおそれがあります。

■そのため、集水域と河川、氾濫域を含めて源流から河口ま
での流域全体の状態を把握しながら、流域のあらゆる関係
者で被害の軽減に向けた「流域治水（River Basin Disaster
Resilience and Sustainability by All）」を推進します。

○大淀川における流域治水の取組状況（流域治水プロジェクト 2.0）

○流域治水PRカードによる普及啓発（宮崎県）

ooyodo river
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（１）河川水の利用に向け調整を図ります。 （２）渇水時の管理を行います。

○大淀川水系水質汚濁防止対策連絡協議会 ○市民グループによるゴミ拾い

○水質事故訓練
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大淀川下流域（A類型）
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大淀川上流域（B類型）

○大淀川本川における水質（BOD75%値）の経年変化状況

■河川環境の保全や既得用水の取水の安定化等、流水の
正常な機能を維持するため、水量、水質の現状や渇水
状況、河床の変動を把握します。

（３）水質事故発生時の対応に努めます。

■水質事故発生時には、速やかに関係機関等に情報が伝達されるよう、
日頃から連絡体制を確立するとともに、関係機関等との役割分担の上、
事故や被害の状況把握、原因物質特定のための調査、オイルフェンス、
吸着マットの設置等の対策を行います。

■水質事故への円滑な対応を図れるように、「大淀川水系水質汚濁防止対
策連絡協議会」の開催や水質事故訓練の実施等、日頃から水質事故管理
体制の強化に努めます。

■異常な渇水等により河川流量が減少し、渇水対策が必
要となった場合は、関係機関等と連携して被害の軽減
に努めます。

■大淀川の水質（BOD75% 値※）は概ね良好で、支川の本庄川については、九州でも上位にランクします。
■一方で、大淀川上流域の下水道普及率が低く（都城市約45％、R6年末）、また都城市を中心とした上流域は畜産業

が盛んな地域であること等から、上流域の水質は下流域よりも相対的に悪い数値で推移しています。
■そのため、大淀川水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）を平成16年（2004年）6月に策定し、河川浄化

に向けた取り組みを開始しました。水質は改善傾向にあり、近年は環境基準を概ね満足しています。
■冬場の水量が少ない時期に水質が悪化する場合があるなど、引き続き改善が必要な状態であるため、平成31年

（2019年）2月には産学官民が一体となって取り組む行動計画に改定しました。令和8年（2026年）2月にも行動計
画の一部を改定するなど、関係機関で連携して更なる水質改善に向けた取組を推進しています。

※BOD（生物化学的酸素要求量）とは、水中の有機物が微生物によって分解されるときに消費される酸 素の量で表され、有機性の汚濁を表す指標
として用いられます。 75％値とは、1 年間月 1 回（計 12 回）の観測データのうち、良い方から並べて 9 番目（75％目）の値であり、環境基準の
達成状況をみるときの指標になります。

■引き続き定期的に水質観測を行い、状況を把握す
るとともに、「大淀川水系水質汚濁防止対策連絡
協議会」等を通じて情報を共有し、関係機関等と
の連携を図りながら水質の保全に努めます。

■大淀川水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサン
スⅡ）等に基づいて水質の向上を図るため、負荷
削減対策に関する啓発活動等を継続し、流域全体
で大淀川の水質保全に取り組みます。

河川の水質保全に努めます。

ooyodo river

1414



おおよど川

（１）動植物の良好な生息・生育・繁殖の場の保全・創出を図ります。

○大淀川での水生生物調査（環境学習の支援）

（２）魅力ある豊かな自然環境を、次世代に引き継ぐよう努めます。

上流部は、流れの緩やかな砂礫底に固有種で絶滅危惧種のオオヨドシマドジョウが生息し、           
 自然河岸にはカワセミや絶滅危惧種のヤマセミが生息し、水際にはゴマクサ等の湿生植物が分布する。

オオヨドシマドジョウ

下流部は、瀬にはアユの産卵場が多数存在し、    

  水際にはタコノアシ等の湿生植物が生育する。

アユの

産卵場

アユ

大
淀
川→

コアマモ群落
アカメ（稚魚）

津屋原沼

丸島

アカメ
（成魚）

大淀川河口

丸島

大淀川 感潮区間

アカメ

最大支川の本庄川は、国内でも希少な照葉
樹林帯を貫流し、瀬にはアユの産卵場が多
数存在するほか、河川敷にはツクシイバラ
が生育する。

また、広い低水敷に形成されたワンドに
は、ササバモや絶滅危惧種のミズキンバイ
等の水生植物が分布する。

ミズキンバイ等
の水生植物の
自生地

ミズキンバイ

＜環境定量目標の設定例＞ （汽水域：大淀川0.0～9.2km、八重川0.0～2.0km）

→
大淀川

津屋原沼

大
淀
川→

花見橋

樋渡橋

大
淀
川→

志比田橋
志比田鉄道橋

→

本庄川

瀬

ワンド

平瀬から淵にかけての砂礫底

大淀川

大淀川 下流部

大淀川上流部

■大淀川の河川環境の現状と課題を踏まえ、動植物の良好な生息・生育・繁殖の場の保全・創出･再生を図ります。
■河川改修事業の実施区間においては、河川環境の整備内容と保全・創出に関する定量目標（ワンド・たまり、自然裸地など）

を設定し、河川環境全体の底上げを図ります。
■河川環境の劣化傾向が見られる箇所や更なる環境改善が期待できる箇所については、地域住民や有識者の意見等を踏まえ自然

再生に係る事業の実施について検討し、必要に応じて実施します。

■大淀川の素材を活かした環境学習の推進を図るなど、地域と水辺の一体化を
目指した人と河川の豊かな触れ合いの場の整備と保全に努めます。

■多様な動植物が生息・生育・繁殖する環境については、定期的なモニタリン
グを行いながら、生物の生活史を支える環境を確保できるよう良好な自然環
境の保全・創出に努めます。

■河川環境調査等によって得られた情報を整理活用する等、多様な動植物の生
息・生育・繁殖環境に配慮した河川整備、管理等を実施します。

瀬・淵が連続する区間 瀬・淵、ワンドが多い区間支川本庄川

瀬・淵、ワンドが多い区間 市街地を流下する区間

タコノアシ群落

ooyodo river

流れが緩やかでやや深い淀みを有する汽水域には、
コアマモ群落が分布し、その周辺に絶滅危惧種のア
カメが生息する。河口周辺の砂浜には、絶滅危惧種の
アカウミガメの産卵も見られる。
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■ タコノアシ、絶滅危惧種のタケノコカワニナ、絶滅危惧種のミナミメダカなど多くの生物の生息・生育環境となる汽水域のワンド・たまりの環境保全・創出
を図ります。

■ ワンド・たまりの面積について、整備による減少分を踏まえた約1.57haを保全するとともに、想定される自然営力による増減を考慮した上で創出を行い、
約1.95haが存在することを環境定量目標値とします。

○横断イメージ例



●自然環境が有する多様な機能活用の取組み

• 雨水貯留や調整池等を公園などへ活用
• 河川協力団体等による大淀川の素材を活かした環境学習等の推進
• 河川協力団体等と協働した水辺の賑わい創出（ミズベリング宮崎）
• 清流ルネッサンスⅡ等による水質保全・向上への取組推進
• 水田の活用（田んぼダム）、ため池の活用等による多様な生態系の保全
• 景勝地等の保全

〇河川利用実態調査結果（令和 6年度時点）

（１）人と川がふれあうための空間整備や美しい河川景観の保全に努めます。

大淀川こどもサミット カヌー教室 大淀川学習館

河川空間の利活用・景観

（２）賑わいのある良好な水辺空間の形成に努めます。

■「観光宮崎」のシンボル的な大淀川の良好な河川景観の維持・形
成を図り、財産として次世代に引き継いでいく必要があります。

■また、水辺での交流、癒しや賑わいのある空間を創出することで、
まちづくり（観光資源、集客）に寄与できる多様な機能を活かす
グリーンインフラの取り組みを推進します。

グリーンインフラ

●治水対策における多自然川づくり
• 生息・生育・繁殖環境の保全等
• 縦横断の連続性確保
• 湿地環境の創出

●魅力ある水辺空間・賑わい創出
• 本庄川かわまちづくり
• 都城地区かわまちづくり

■大岩田遊水地の自然再生ゾーン整備によるグリーンインフラの形成や生態系ネット
ワークの構築・拡大等を含め、遊水地の利活用について協議が進んでいます。

水面

2%

水際

4%

高水敷

72%

堤防

22%

スポーツ

51%

釣り

3%

水遊び

3%

散策等

43%

【利用場所別の利用者割合】 【利用形態別の利用者割合】

大岩田遊水地の完成イメージ

大岩田ハート会議

（地域住民やNPO等で構成）

流域治水プロジェクト2.0におけるグリーンインフラの取り組み

■大淀川の素材を活かした河川空間とまち空間が融合した良好な空間を
形成するほか、自然とのふれあい、散策、スポーツ等の河川利用、環
境学習の場等、多くの人々が川に親しめる空間となるよう、地域と水
辺の一体化を目指した人と河川の豊かな触れ合いの場の整備と保全に
努めます。

■各地域の特長を活かし、まちづくりと一体となった水辺の計画・整備
にあたり、「かわまちづくり支援制度」を活用し、大淀川支川の本庄
川では“本庄川の声を聴き、国富・綾をつむぐ、かわまちづくり”をコ
ンセプトに国と町が一緒になって水辺環境の整備を行っています。

■大淀川の河川空間は、多様な自然環境や河川敷のオープンスペースを活用して様々な目的で利用されています。令和6年度
の河川水辺の国勢調査による河川空間利用者数は年間約157万人となっており、高水敷、堤防、水際においてスポーツ、散
策、水遊び、釣り等、多岐にわたって利用されています。

■人と河川の豊かなふれあいの場の確保については、レクリエーション利用や
各種イベント、自然との触れ合い・憩いの場として多様な利活用が行われて
いる現状の河川空間を維持し、地域住民等の利活用の促進を図ります。

■河川空間の利用、保全が適正に実施されるよう、適切な頻度で平常時の河川巡視を実施します。
■良好な景観の維持・形成については、上流部の都城盆地や下流部の宮崎平野に見られる都市空間等に潤いを与える河川景

観、中流部に見られる河畔林と瀬・淵が連続する美しい渓流景観等の維持・形成に努めるとともに、護岸等の人工構造物
を設置する際は自然環境に配慮し、沿川の土地利用と調和した良好な水辺景観の維持・形成に努めます。

（３）多様で豊かな自然環境を保全し、

流域の歴史・文化等を未来へ継承

ooyodo river
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おおよど川

○河道の横断測量

○堤防天端の不陸による水たまり

○老朽化した堤防護岸○河川管理施設（樋門）

○クラックの補修

○堤防除草状況 ○堤防点検状況

（２）堤防や老朽化の進む水門・樋門等の機能維持を図ります。

（１）安全な状態に河道を維持管理します。

（３）水門、排水機場等河川管理施設の

（４）総合的な土砂管理に取り組みます。

維持管理に努めます。

〇河道掘削土砂を活用した河川から海岸への土砂還元の取組

○大淀川流砂系の目指す姿(案）

■ 河道の経年的な変化や、大規模な洪水後の河道の変化等を把握するため、総合的な土砂管
理の観点も含めて、河道の縦横断測量や空中写真測量、河床材料等の調査を行うとともに、
河道特性や土砂動態等を定量的に把握し、良好な河道及び河川環境の維持に努めます。

■ 堤防の点検や河川巡視の円滑化等のため、堤防除草を行いま
す。堤防の機能を低下させるクラック等の変状がみられた場
合には、原因を調査し、必要な対策を実施します。また、除
草後の刈草の処理については、リサイクルやコスト縮減等に
努めます。

■ 平常時の点検、河川巡視等により施設の状態把握に
努めます。また、異常を早期に発見し適切に対応す
ることでライフサイクルコストの縮減に努めるとと
もに、計画的に補修を行い良好な状態を保つことで
施設の長寿命化に努めます。

■ 今後の操作員の高齢化等への対応や集中豪雨等への迅速な対
応が必要な施設、並びに、津波に対する操作を行う必要があ
る河川管理施設については、施設の統廃合及び操作の遠隔化
や、無動力化等を進めることにより、操作員の安全を確保す
るとともに、迅速、確実な操作により被害の軽減に努めます。

■大淀川流域をはじめとして、近隣の河川において
は河道内の局所的な堆積や洗掘に伴う河床変動や
ダム堆砂の進行、濁水の長期化、海岸汀線の後退
など土砂移動と密接に関わる課題に対処するため、
小丸川水系、耳川水系、一ツ瀬川水系、大淀川水
系及び宮崎海岸の国・県等の関係機関や学識者か
らなる「宮崎県中部流砂系検討委員会」を平成
19年（2007 年）10 月に設立し、山地から海岸ま
での一貫した総合的な土砂管理に取り組んでいま
す。

■これらの課題に対処するため、「大淀川水系総合
土砂管理計画」を定め、目指す姿の達成に向け、
山地から海岸まで一貫した総合的な土砂管理の取
組を関係機関と連携し継続的に実施します。

■順応的かつ継続的な土砂管理を行うために、治水
や環境など様々な視点からのモニタリングを実施
するとともに、土砂動態に関する調査・研究を継
続し、必要なデータを蓄積し、必要に応じて対策
を実施していきます。

ooyodo river
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○川の防災教育

○大淀川での簡易水質調査（環境学習の支援）

○みやざき川づくり交流会

（１）関係機関や地域住民との連携を大切にし、地域みんなの川づくりに努めます。

（３）地域の将来を担う人材の育成等に取り組みます。

（２）大淀川に関する情報の共有化を図る

とともに、双方向コミュニケーショ

ンを推進していきます。

○流域の小学生を対象にした水生生物調査

○大淀川での水生生物調査（環境学習の支援）

○水辺の自然活動支援 ○河川愛護意識（水質改善）の
啓発に向けた取組

大淀川を常に安全で適切に利用・管理する機運を高め、より良い河川環境を地域ぐるみで形成していくことを目的に、積極
的な広報活動を行います。また、地域行事等への参加により幅広く情報提供を行いながら、地域住民や河川協力団体、関係
機関等との合意形成を図ります。
従来の河川管理者が行ってきた河川整備・河川管理から、地域住民や河川協力団体等と協働した河川整備・河川管理への転
換を図っていきます。
河川協力団体等で行われる河川愛護活動や学習会へ積極的に参加し、地域住民の声を聴きながら必要な情報を提供するなど、
地域住民と行政の連携が深まるよう努めます。

大淀川の特性と地域風土・文化を踏まえ、「大淀川ら
しさ」を活かすために、ホームページ・広報誌による
情報発信やラジオ、テレビ、新聞等の報道機関と連携
した広報活動を積極的に推進します。
住民との合意形成に向けた情報の共有化、意見交換の
場づくりを図る等、関係機関等や地域住民との双方向
コミュニケーションを推進していきます。

地域における防災力向上の取組や河川環境の保全の支援等、大淀川を活用した地域活動をとおして、地域の身近なコミュニ
ティの形成、さらには流域全体に広がる大きなコミュニティの形成につながるような、地域防災リーダーの育成や自主防災
組織の結成・訓練等に資するための出前講座等の支援活動等を行っていきます。
水生生物調査、イベント、環境学習等、水辺での自然体験活動等を支援し、自然体験活動の指導者育成を支援するとともに、
将来の地域を担う子供達への環境学習を積極的に支援する等の活動を行っていきます。

ooyodo river
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国土交通省 宮崎河川国道事務所 流域治水課
〒880-8523 宮崎市大工 2 丁目 39

TEL：0985-24-8505（直通） FAX：0985-24-8506

流域にお住まいの皆様の大淀川に対する想いやご意見を参考にして、大淀川水系河川整備計画の
検討を進めていきたいと考えております。
ご意見をご記入の上、最寄りのパンフレットの配布場所にある「意見箱」にご投函ください。宮
崎河川国道事務所のホームページ内のアンケートフォームからも提出いただけます。アンケート
フォーム及び整備計画（変更原案）に関する資料は、下記のQRコードから御確認いただけます。
皆様からのたくさんのご意見をお待ちしております。

【アンケートご投函のご案内】

問い合わせ先

意見箱での意見募集

意見箱を下記の場所に設置していますので、皆様のご意見をアンケート用紙にご記入の上、投函ください。
意見箱の設置場所

 インターネットでの意見募集

宮崎河川国道事務所のホームページ内の
アンケートフォームよりご意見ください。

住民説明会の開催

大淀川水系沿川の各市町において住民説明会を開催します。
開催場所

●都 城 市 ：令和8年10月29日（木） 18:30～ 都城市中央公民館 視聴覚室
●宮崎市高岡町：令和8年10月30日（金） 18:30～ 高岡町農村環境改善センター 大会議室
●宮 崎 市 ：令和8年11月 2日（月） 18:30～ 宮崎市役所 会議室棟 大会議室
●国 富 町 ：令和8年11月 4日（水） 18:30～ 国富町農村環境改善センター 大ホール
●小 林 市 ：令和8年11月 5日（木） 18:30～ 小林中央公民館 大集会室

アンケートフォーム

おおよど川

●国土交通省 宮崎河川国道事務所 1階ロビー
●国土交通省 宮崎河川国道事務所 宮崎出張所
●国土交通省 宮崎河川国道事務所 高岡出張所
●国土交通省 宮崎河川国道事務所 本庄出張所
●国土交通省 宮崎河川国道事務所 都城出張所
●宮崎県庁防災庁舎８階 河川課
●宮崎県庁４号館５階 宮崎土木事務所
●宮崎市役所第２庁舎６階 土木課
●宮崎県 高岡土木事務所１階
●宮崎市 高岡総合支所２階 農林建設課
●宮崎県 都城総合庁舎２階 都城土木事務所

【宮崎県】

●都城市役所３階 維持管理課
●都城市 高崎総合支所 １階 産業建設課
●都城市 高城総合支所 ２階 産業建設課
●宮崎県 小林総合庁舎 ３階 小林土木事務所
●小林市役所 本庁１階フリースペース
●小林市 野尻庁舎 別館待合スペース
●綾町役場 １階ロビー
●国富町役場 ２階都市建設課窓口
●高原町役場 １階ロビー（フリースペース）
●三股町役場 都市整備課カウンター

●鹿児島県 県庁 河川課治水係横
●曽於市役所１階 ロビー
●曽於市役所 財部支所１階 ロビー
●鹿児島県 大隅地域振興局 ４階

建設部入口付近

【鹿児島県】

整備計画（原案）に関する資料は、
宮崎河川国道事務所のホームページにて確認できます。

大淀川河川整備計画について

 整備計画（原案）に関する資料


